
 

 

第 24 回 NIE 全国大会 宇都宮大会 深い対話を育むＮＩＥ 

 国語科 実践資料 令和元年 8 月２日(金) 

言語活動のゴールとしての新聞記事の活用 

  
あなたのお悩み，解決します！ 

 ～わたしの考えたこと～（４年生）  
 

宇都宮大学教育学部附属小学校 見目 真理    

m-kemmoku@cc.utsunomiya-u.ac.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

あなたのお悩み，解決します！ ～わたしの考えたこと～ ４年生 

 

１ 単元の構想  

学習指導要領の指導事項との関連 

〔知識及び技能〕第３学年及び第４学年 （２）情報の扱い方に関する事項 

 ア 考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解するこ

と。 

〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ 書くこと 

ア 相手や目的を意識して，経験したことや想像したことなどから書くことを選び，集めた材料

を比較したり分類したりして，伝えたいことを明確にすること。 

〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ 読むこと 

ア 段落相互の関係に着目しながら，考えとそれを支える理由や事例との関係などについて，叙

述を基に捉えること。 

 

クラスの実態として，以下のような様子が見られる。 

○ ４年生として，上学年の仲間入りをしたことを肯定的に受け止めている子どもが多い。集

団性が芽生え，「学級のため」「みんなで」頑張りたい気持ちを持ち始めている。 

○ 調べ学習を好む子どもが多い。また，知った情報を誰かに知らせたいという気持ちも強

い。 

○ 兄弟学年である２年生との交流では，２年生と仲良くなるためにどんな交流活動をすれば

よいか考え，交流会を開くことができた。実際の活動では，上級生として２年生に接するこ

とに充実感を得ている様子が見られた。「またやりたい。」「もっと仲良くなりたい。」という

気持ちを抱いている子が，とても多い。 

▲ 話を最後まで聞かず，自分の意見を話し出してしまうことがある。友達の意見を途中で遮

って話し始めてしまう様子も見られた。 

▲ 相手が納得できるように，自分の考えを伝えることが苦手である子どもが見られる。 

▲ 作文を書くことに対して，抵抗感がある子どもが複数見られる。 

・ 新聞を使った学習活動を好む子どもが多い。しかし，記事の内容を詳しく読む力に差があ

る。 

 

新学習指導要領の国語科における指導事項〔思考力・判断力・表現力等〕第３学年及び第４学

年Ｂ書くことアでは，相手や目的を意識して書くための材料を選ぶ，選材の力を育成することが

示されている。本単元では，この選材の力を育成したいと考えた。 

そのためには，相手と目的が明確で，子どもが進んで選材し，書きたくなるような言語活動を

設定する必要があると考えた。そこで，本単元では伝えるべき相手が明確であり，自分の考えを

思わず相手に伝えたくなるよう，「下級生の悩みに答える文章を書く」という言語活動を設定す

ることにした。その際，複数の文章を基に選材の効果を考えることが必要と考えた。これは，

〔知識及び技能〕第３学年及び第４学年（２）情報の扱い方に関する事項アと，〔思考力・判断

 

 



 

 

力・表現力等〕第３学年及び第４学年Ｃ読むことアと関連する。 

 

 

 

本単元では，２年生のお悩み解決をする新聞記事「大勢の中のあなたへ」の文章を書くことを

言語活動のゴールとする。この文章を書くためには，２年生に伝えたいことが伝わる適切な事例

は何かを比較したり分類したりして考え，よりよい事例を選ぶことが必然となる。こうした新聞

記事「大勢の中のあなたへ」の文章に入れる事例を検討し，選ぶ活動を複数回行うことで，相手

や目的を意識して書くための材料を選ぶ力を単元で育成することができるようにした。 

また，本単元が終了する際に，相手や目的を意識して書くための材料を検討することで，伝え

たいことが相手に伝わる文章を書くことができた，と子ども自身が感じられる学びにしたいと考

えた。 

そのためには，自分の伝えたいことが相手により伝わったことを実感できるような手立てが必

要であると考えた。そこで，自分たちが書いた新聞記事「大勢の中のあなたへ」の文章を，２年

生に実際に読んでもらう場を設けることで，自分の書いた文章が，相手に伝わったのかどうかを

実感できるようにした。 

 

２ 本校研究との関連 

 

 

 

本校国語科プロジェクトでは，「参照する力」を付けるため，言葉を含む広義の「情報」に含

まれる，操作的な見方や考え方に着目して研究に取り組んでいる。 

国語プロジェクトでは，参照力を付けるための９年間の学びの道筋について，子どもの発達段

 

本単元の言語活動…２年生のお悩みに答える新聞記事「大勢の中のあなたへ」を書く。 

 

【研究テーマ】   対話的な学習活動を通して学びをつなげる国語科授業の創造 

   － 「情報の扱い方」に着目して － 

 



 

 

階を考慮し表１のように設定した。これは，「情報の扱い方」に関する指導事項を視野に入れつ

つ，「参照」に関わる諸技能を段階的・系統的に扱えるよう意図したものである。ただし，言葉

の力の習得には反復性や他の諸能力との関連性が強く認められるため，表１においてもそれを反

映させている。また，子どもの実態や学級の実態に応じて柔軟に援用することを意識して授業の

構想を行った。 

これを受けて，小学部では以下の２つの方策を立て研究を進めている。 

 

⑴ 情報活用の必然性がある単元設定 

本単元における情報とは，事例である。 

「２年生のお悩みを解決してあげたい」という思いを子どもが持つことができるようにするた

めに，単元の導入において，２年生のお悩みについて示したり，その回答になる新聞記事「大勢

の中のあなたへ」を読んだりする場を設定した。 

また，２年生のお悩みに対する回答である，新聞記事「大勢の中のあなたへ」の文章を書くた

めには，「２年生にとって分かりやすく，より伝わる事例は何か」など，事例と事例を比較し，

選ぶという，情報を活用する力が求められる。第２次でこの力が育成できるように単元を展開す

ることにした。 

 

⑵ 操作的な見方や考え方を意図した学習活動の工夫 

本単元では，表１：プロジェクトが目指す段階的な学びの姿「小学校【第２段階】自分の考え

や表現に必要な情報を選択する。」を単元で身に付けたい事項として設定した。 

この選択する力を育成するために，第２次でどのような事例が挙げられているか分類したり，

より伝わる事例は何か比較したりする活動を取り入れた。その際に，全体で話し合う場と，個人

で考える場を段階的に設定し，子どもたちの選材の力が高められるようにした。 

単元展開においては，第２次で新聞記事「大勢の中のあなたへ」の回答に適切な事例を選ぶ活

動を複数回設定するようにした。学んだことを基に，繰り返し選材する機会を持つことで，お悩

みに答えることを楽しみながら，段階的に事例を選ぶ目を育てていくことができるようにした。 

 

 

３ 新聞活用の視点（ＮＩＥとの関連）  

⑴ ２年生のお悩みに答える新聞記事「大勢の中のあなたへ」を書くという言語活動の設定 

朝日小学生新聞に掲載されている新聞記事「大勢の中のあなたへ」を自分たちで書くという

言語活動を設定した。 

導入では，様々な２年生のお悩みを提示する。ある２年生のお悩みに対して，解決方法を提

示する新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読む。このことで，新聞記事「大勢の中のあなた

へ」の形式で，２年生のお悩み解決をするという学習の課題を理解できるようにする。それと

ともに，「２年生のお悩み解決をやってみたい。」，「この文章を書いてみたい。」という子ども

たちの意欲を喚起し，学習の推進力となる効果を期待している。 

 



 

 

⑵ 複数の「大勢の中のあなたへ」の文章を検討し，事例の種類と効果に気付くこと 

新聞記事「大勢の中のあなたへ」を自分で書くために，回答に取り入れる事例について検討

する場を展開において設定した。複数の新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み，気付いたこ

とを話し合う活動を行うことで，文章構成について理解するとともに，事例の種類とその効果

について気付くことができるようにした。事例には，自分が失敗した経験，自分が成功した経

験，人から聞いた話，本や新聞に書いてあったこと，ニュースになったことなどが挙げられ

る。お悩みによってどの事例を取り入れれば２年生がより納得できるのかは異なるため，様々

な事例とその効果について，複数の新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読むよう促すことで気

付かせていきたい。 

 

⑶ 新聞記事から事例を見付けること 

２年生のお悩みの回答に使えそうな事例を考える際，新聞から事例を見付けることが想定さ

れる。見付けた新聞記事を事例として回答に使うことで，説得力が増すという効果を実感でき

るよう期待している。 

 

 

４ 指導案  

【単元の目標】 

２年生のお悩みが解決するよう，適切な事例を選んで，新聞記事「大勢の中のあなたへ」を 

書くことができる。 

 

【単元の評価規準】 

○ ２年生のお悩みに対する回答者の考えと，事例との関係について捉えている。 

（知識・技能（２）情報 ア） 

○ ２年生のお悩みが解決するよう，適切な事例を選んだり，表現の仕方を考えたりして自分

の考えを書いている。              （思考・判断・表現 書くこと ア） 

○ 自分の考えを２年生に伝えるために，事例の種類やその効果と表現の仕方について，複数

の新聞記事「大勢の中のあなたへ」の文章を比較しながら読んでいる。 

（思考・判断・表現 読むこと ア） 

○ ２年生のお悩みを解決することに関心を持ち，進んで新聞記事「大勢の中のあなたへ」を

読んだり，適切な事例を選んで書いたりしようとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

【単元の展開（総指導時数 １０時間）】 

第１次（２時間） 

⑴ ２年生のお悩みを知り，新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読む。「２年生のお悩みを

解決するために，新聞記事「『大勢の中のあなたへ』を書く」という学習の見通しを持

つ。 



 

 

⑵ 自分が答えられそうな２年生のお悩みをいくつか選ぶ。 

第２次（７時間） 

⑶ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み，思ったことや気付いたことを話し合う。 

⑷ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」を累積し，読み比べて気付いたことを話し合う。 

⑸ 複数の新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み比べ，事例の効果や表記について話し合

う。（本時） 

⑹ 自分が選んだ２年生のお悩み回答に使えそうな事例を集めたり，考えたりする。 

⑺⑻ 自分が選んだ２年生のお悩みに回答する新聞記事「大勢の中のあなたへ」を書く。 

⑼ 書いた新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み合い，推敲する。 

第３次（１時間） 

⑽ 書いた新聞記事「大勢の中のあなたへ」を２年生に読んでもらい，交流する。 

 

【本時の指導】 

(1) 題目  集めた記事の，お答え理由を読み比べよう 

 

(2) 目標  

○ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」における複数の事例を読み比べ，その効果や表記に

ついて考え，自分が選んだお悩みに適切な事例を選ぶことができる。（読ア） 

 

(3) 授業の観点 

  本時の目標に迫るために以下の手立てを講じたことは有効であったか。 

○ 例示した新聞記事「大勢の中のあなたへ」の事例の効果や表記について全体で検討し

た後，それと比較しながら今まで累積した新聞記事「大勢の中のあなたへ」の事例を見

付けたり，それらの効果や表記について比較するようにしたりしたこと。 

 

 (4) 展開 

学習活動 支援と評価 

１ 前時を振り返り，学習課題を声に出して読

む。 

 

２ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」の事例に

ついて，気付いたことを話し合う。 

⑴ 前時に提示した記事について話し合う。 

・ 答えている先生が，子どもの頃のことを

思い出して書いているね。 

・ 塾の先生の話を紹介しているよ。 

⑵ 累積した記事を比較しながら話し合う。 

・ 僕の見付けた記事には，自分が実際試し

〇 ２年生のお悩みに対して，新聞記事「大

勢の中のあなたへ」を書いて答えるという

言語活動を設定することで，２年生のお悩

みを解決するために，相手に伝わる事例に

ついて考えようとする気持ちを高めるこ

とができるようにする。 

〇 前時までの学習を振り返りながら構成

について板書で示すことで，事例が書かれ

ているところを視覚的に理解できるよう

にするとともに，事例に注目して気付いた

ことを話し合うことができるようにする。  

集めた記事の，お答え理由を読み比べよう。 



 

 

てみたことが書いてあった。本に書いてあ

ったことを実際にやってみて，できたって

書いてある。これなら納得できるな。 

・ 私の記事はちょっと違っていて，「速く

泳ぎたい」という悩みに，専門家の意見を

紹介していたよ。自分がそれを試した感想

も書いていて分かりやすいと思った。 

・ 私の記事には「子どもの頃は，こんなこ

とができなかったよ」って書いてある。私

もだなって安心するなあ。 

３ ２年生のお悩みに対する自分の回答に，ど

んな事例を入れたいか考え，ノートに書く。 

・ 「忘れ物が多い」というお悩みには，忘

れ物をしていない子から聞いたコツを伝

えてあげよう。 

おおむね満足な様相 

・ 「友達と仲良くしたい」というお悩みに

は，ぼくが２年生だった頃のことと，新聞

に書いてあった友達と仲良くできる方法

を書いてあげたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 例示した新聞記事「大勢の中のあなた

へ」に使われている事例について全体で検

討する場を設け，「累積した他の記事の事

例はどうか」と問いかけることで，例示し

た事例と比較しながら，累積した記事の事

例の効果と表記について考えることがで

きるようにする。 

〇 見付けた事例について，「それを読んだ

人はどう思うか」と問いかけることで，そ

の事例を使って回答した時の効果につい

て考えることができるようにする。 

〇 全体での話し合いを基に，複数の新聞記

事「大勢の中のあなたへ」を読み比べ，使

われている事例とその効果について考え

る場を設ける。このことで，お悩みによっ

て事例を使い分ける必要性に気付くこと

ができるようにする。 

〇 文末表現など文章の表現の仕方につい

て問いかけることで，その効果について考

えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈評価基準〉おおむね満足 十分満足 努力を要する子どもへの支援 

２年生のお悩みに対し

て，２年生にとって理解で

きる身近な事例を選んでい

る。 

（読ア）（ノート・発言） 

おおむね満足の様相に加

えて，表記の仕方を工夫し

ようとしている。 

似た経験がないか問いかけ

たり板書の事例の中から選ぶ

よう助言したりすることで，事

例を選ぶことができるように

する。 

 



 

 

５ 授業の実際   

 

第１次 

① ２年生のお悩みを知り，新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読む。「２年生のお悩みを解

決するために，新聞記事「『大勢の中のあなたへ』を書く」という学習の見通しを持つ。 

４年生でこれまでに学習した「みんなで新聞を作ろう」では，実 

際の新聞に触れてどのような記事が掲載されているか話し合った。 

その際，お悩み相談の記事が載っていることに気付いた子どももい 

た。「お悩み相談」に対し興味を持った様子であった。その時のこと 

を想起させながら，２年生のお悩みを１つ紹介した。 

 

「頭がよくなりたい」というお悩みに対し，回答を考え，発表し合った。例えば，「繰り返し

問題を解く。」「いろいろな種類の本を読む。」などである。子ども達の回答の後，「頭がよくな

りたいあなたへ」というタイトルで書かれていた新聞記事「大勢の中のあなたへ」を全員で読

んだ。「紹介した新聞記事『大勢の中のあなたへ』のように２年生のお悩み回答を書いてみよう」

と投げかけた。 

 

② 自分が答えられそうな２年生のお悩みをいくつか選ぶ。 

 前時に「紹介した新聞記事『大勢の中のあなたへ』のように２年生のお悩み回答を書いてみよ

う」と投げかけたため，「どんなお悩みがあるのかな」と子ども達は関心が高い様子であった。実

際に兄弟学級の２年生が書いたお悩みを読む前に，「誰がどのようなお悩みを抱いているのかは秘

密にすること」「悩んでいることに対し，誠実に向き合うこと」を，気を付けることとして押さえ

た。お悩みとして挙がったものを以下にいくつか示す。 

・ どうすれば音読が上手になるか知りたい。 

・ もっと早く走りたい。           

・ 勉強が好きになりたい。 

・ もっと字がきれいになりたい。       

・ テストでいつも 100 点取りたい。 

・ 友達となかよくしたい。          

・ 友達をふやしたい。 

・ サッカーがうまくなりたい。        

・ 野菜を食べられるようになりたい。 

 

 



 

 

 

お悩みを読み始めると，「これ，わかる！」と声を上げたり，「これなら答えられそう」「これは

○○さんが答えられそうじゃない」と話したりしている様子が見られた。自分が答えられそうな

お悩みをいくつか見繕い，ノートに記録するようにした。 

 

第２次 

③ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み，思ったことや気付いたことを話し合う。 

 二次では，自分が回答を書くときにどのようにすればよいか，新聞記事「大勢の中のあなた

へ」を基に考えられるようにした。 

導入で紹介した「頭がよくなりたいあなたへ」というタイトルで書かれていた新聞記事「大勢

の中のあなたへ」を音読し，気付いたことを話し合った。文章の内容面として，「お悩みの答え

が最後のところに書いてある」「説明の文と似ている」「中に，たくさんどうしてそうするとよい

かという理由が書かれている」などが子ども達から挙げられた。また，「○○してはどうです

か」と呼び掛けているなど，文章の表記の仕方に気付いた子どももいた。 

 



 

 

④ 新聞記事「大勢の中のあなたへ」を累積し，読み比べて気付いたことを話し合う。 

他の新聞記事「大勢の中のあなたへ」ではどうなのか，記事を累積したり，読み比べたりし

た。予定とは異なり，累積で１時間，検討で 1時間かかった。 

自分の回答に参考になりそうな新聞記事「大勢の中のあなたへ」を見付け，累積した。いく

つかの新聞記事「大勢の中のあなたへ」を読み比べ，気付いたことを話し合った。子どもから

は，「はじめ・中・終わりになっている」「はじめの文章は，どの記事もほとんど同じ」「中に，

お答え理由がいろいろ書いてある。経験したことが書いてあるのではないか」「終わりのところ

は長い文章であるものも，短い文章であるものもあった」などが挙がった。中に書いてあるこ

とについて，新聞記事を読み比べ話し合うと，「経験したこと以外が書いてあるものもある」と

話した子どもが見られた。そこで，次時は，「中に書いてあること」について詳しく読むよう伝

えた。  

 

 

 

 

それぞれの机上に１部ずつ朝

日小学生新聞が置いてある状態

で，新聞記事を読んでいる様

子。 

まずは，自分の机上の朝日小

学生新聞に掲載されている新聞

記事「大勢の中のあなたへ」を

見付け，読む。その後，他の友

達の机上に置いてある朝日小学

生新聞を読んでいくようにし

た。 

新聞記事 新聞記事 



 

 

 

 

 

↑参考になりそうな新聞記事「大勢の中のあなたへ」を見付け，ipad で撮影→印刷→累積した

(他クラスでも使用するため)。新聞の部数が十分にある場合は切り貼りのほうが効率的である。 

 

  

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 


